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５月１３日（土）「おすし
をつくろう」をグリーンパ
レスで殿⼭先⽣をお招きし
て外国⼈を対象に開催！
てまりずし・巻きずしをつ
くりました 。家族で参加の
⽅も含む17名の参加で盛り
上がりました。

２０２３．５．３

４月１日（土）「⽣け花・折り
紙とお花見」を小松川さくら
ホールで和田貴永先⽣をお迎え
し開催いたしました。参加者は
インド・イエメン・バングラデ
シュ・ベトナム・中国・タイな
ど色々な国の⽅が参加し、日本
の⽂化を体験して喜んでいた
だけました。

５月１３日（土）社会探訪クラブ「春の府中⽅
面探訪」が１６名の参加で開催されました。
行程は府中競馬場➡調布駅経由➡国立天⽂台で
した。競馬場では、ローズガーデンでバラに囲
まれHappyな気分に。そして競馬博物館で、競馬
の基礎をお勉強、レースも観戦し全員大興奮。
結果は内緒？ 国立天⽂台では、日本最大の屈折
望遠鏡の見学や、天⽂の歴史を知ることができ
ました。当日は雨模様でしたが、新緑の競馬場
はとても新鮮な空気に包まれていました。

５月１０日（水）ノルディックウォーキング（木
場公園）が１７名の参加で行われました。
少し肌寒さを感じた朝、爽やかな五月晴れのもと、
東陽町駅をスタートして、横十間川親水公園から
仙台掘川公園を経て目的地の木場公園へ。昼前に
は真夏を思わせる日差しのなか、水分補給とトイ
レ休憩をはさみながらの約５,０００歩のウォー
キングでした。この頃はポールも身体を支える杖
となり“ノルディックもどき散歩”に。
健康快足・快歩のシニアウォーキングを目指した
いと考えています。

「お花見・葛西臨海公園」
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私の幸せ時間

    皆さんは「羊毛フェルト」と   
聞いて何を思い浮かべるでしょ
うか？最近では専用の針で羊毛
を刺し固め、可愛らしいフェル
トマスコットなどを作るのが流
行っていますが、私が２０代で
習い始め、今までずっと続けて
いるのは、羊毛を「洗って作
る」フェルト作品の制作です。

大型手芸店に行くと、羊の毛
を刈り取って洗浄・染色した状
態の羊毛が販売されています。
羊毛を薄く広げて繊維を縦や横
に何層も重ね、形を整えてフェ
ルト化の準備をします。羊毛が
「熱・摩擦・アルカリ」で収縮
する特性を活かし、アルカリ性
洗剤を混ぜたお湯を羊毛全体に

静かにふりかけ、ビニール手袋
で優しく擦っていくと、ふわふ
わしていた羊毛の繊維がしっか
り絡み不織布のようになってい
きます。
その作業中の手触りやフェル

ト化していく様子がとても興味
深く、出来上がった作品を普段
使いしたり、展覧会に出展した
りして長らく個⼈的趣味として
楽しんできました。

昨年からは「洗って作る羊毛
フェルト」の魅力をたくさんの
⽅々に知って欲しいと、お教室
を始めました。⽣徒さんはまだ
まだ少ないですが、作品が出来
上がった時の喜びと充実の表情
を見ていると、これからも頑張
ろうという気力が湧いてきます。
もの作りの楽しさだけでなく、
⽣徒さんと「共に作る」ひと時
が加わったことが私の幸せです。

まち５期
高島 奈穂美

介護１１期
中村 高興

まち１２期
鈴木 進

国際９期
石原 友延 子育て１０期

五十嵐 英男

国際１３期
黒田  健司

国際１１期
稲垣信克

まち１６期
江嶋 裕二

国際１０期
薮下 眞知子

子育て１６期
保坂 つや子
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先ずは自己紹介
生まれも育ちも江戸川区松島。現在は子どもたちも独立、
一之江で妻とふたり暮らし。

定年退職後は、いい音楽を思いっきり楽しんでやるぞ！
と思い、実家で40年も眠っていたステレオを自分で修理。
一生かかっても聴けないほどアナログレコード、CDも収集。
でもこれが意外に寂しい、虚しい、時間がただただ過ぎて
いく・・・と、なんだか思いはじめました。

大きな転機
何気なく見ていたNHKテレビ「江戸川区のインド人学校で
日本語を教えるボランティアの姿」かわいいインド人の子
どもたちに、楽しそうに日本語を教えているシニアの皆さ
ん。私にも出来そう、子ども好きの私にぴったりだ！・・・
何か資格や勉強をしなければ！
そうだ北野学長の等身大看板を見たことがある。江戸川
総合人生大学・国際コミュニティ学科に入学だ 。

コロナ禍前にボッチャを企画
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日本語ボランティアの勉強スタート
2019年6月北野学長の講演「今日行くと今日用（教育と教
養）」を聞き、この道に間違いないと確信。「日本語教え方
教室」にも参加、日本語ボランティアの勉強スタート。船堀
の日本語ボランティア「日本語ふれあいひろば」に参加。
一之江の「えがおで日本語サロン」にも参加。これで、教え
方教室と船堀＆一之江の日本語ボランティア、人生大学も
10月から始まり、早くも「今日行くと今日用」の毎日がス
タート。

その後、コロナ禍で対面教室が一時休止されるもzoomを
使ったオンライン授業に切り替わり、今は再開された対面
教室とオンライン授業の両方で活動中。私が担当する学
習者は、パキスタンの幼児、インドの児童/生徒、ベトナ
ム、中国、フィリピン、インドなどの大人、合計15人あまり。
お陰様で続けられそうな「や・り・が・い」見つけました！

パキスタンの幼児を「あいうえお」からレッスン

日本語ふれあいひろばの街歩き

えがおで日本語サロンの授業

バントでエレキベースを弾く

国際１６期 原  豊

MyStory

定年退職後は趣味の音楽を楽しむと決めたはず

現在は2団体の日本語ボランティアの講師を務めている

音楽から日本語へ１８０度の転向であった

私の名前を書いてくれました🎵

はらせんせい💛
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編 集 委 員
加藤 道雄（まち11）大塚 恭子（まち8）宇佐見 かつ子（国際8）
小越 美子（国際15）江嶋 裕二（まち16）
品田 正子（国際1）長谷川  忠（国際6） 川島  多美子（介護6）
五十嵐  英男（子育て10）石井  教⽂（国際14）

発行：江戸川総合⼈⽣大学同窓会

https://www.jinseidaigaku-dousoukai.net/

開 催 日 時：１０月３１日（火）11：30～14：00
場 所：タワーホール船堀 ５階瑞雲の間
皆様のご出席をお待ちしております。

国際交流エドガワ主催

ウクライナ支援講演会と交流会

５月６日（土）なぎさニュータウンにて、国際
交流エドガワ主催でウクライナ支援講演と交流会
が行われました。
「昨年２月２４日、ロシア軍が街に入ってきて、
地下室で２ヶ月避難⽣活をし、日本に来ました。
日本に居てなにが出来るのか考えています。日本
の歓迎や優しさに感謝しています。」と避難民の
皆さん。 国際交流エドガワの橋田さん（国際４
期）は「江戸川区にも避難民がいることを知り、
現実には何もすることはできませんが、⽂化交流
だけでなく話を聞いて何かを感じることが必要だ
と思いました。」と話します。
彼らが自国へ一日も早く戻り、元の⽣活が送れる
日が来ることを切に願います。

イリーナさん、ホーマちゃん

会場の様子質疑応答

Information

⼈大同窓会ボラ連世話⼈会では、４月１９日(水)【今さ
ら聞けないＩＴ】をテーマにミニ懇談会を開催しました。
日ごろの疑問やＩＴ活用のきっかけになればと、１２団体
１５名の⽅々が参加されました。
取り上げたテーマは別表の通りでＬＩＮＥ等のコミュニ

ケーションツールの活用⽅法、ファイルや写真の共有に関
するもの等ボランティア活動に直結するものについて熱心
な質疑が行われました。
ホームページ運営委員会品田さんの強力なサポートもあ

り、ＩＴに対する理解が深まり趣旨に沿った懇談会になっ
たと改めて感謝する次第です。また参加された皆様とも交
流ができ有意義な場とすることができました。

⼈⽣大学事務局員転入転出のお知らせ

今年２回目のミニ懇談会
【今さら聞けないＩＴ】を開催

２０２３年４月１日付江戸川区の
⼈事異動により、事務局の金子英
市さん、保戸田綾子さんが転出さ
れ、能重智一さん、白幡智光さん
が転入され、活躍しておられます。

第 １７ 回    総 会 の ご 案 内

能重智一さん 白幡智光さん

開 催 日 時：７月２２日（土）10:00～16:00
場 所：タワーホール船堀

１階展示ホールと４階４０１会議室
４階では懇談・遊び体験・展示コーナーがあります！

７月４日（火） 玉置妙憂先⽣による講演会「どんな
ときにも心穏やかになれる知恵」をタワーホール船
堀５階小ホールにて開催。皆さまのご協力により満
席となりました。学長ほか多田正見元区長にもご臨
席いただきました。
講演会後に同窓⽣の皆さまとの交流会も行われ、

この企画には感謝の言葉をいただきました。

のうじゅうともかず しらはたともみつ

同窓会主催で講演会を開催
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